
 

 

 

 

 

 

 
【提案・要望先】防衛省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上自衛隊今津駐屯地の体制維持・強化 

 〇 「防衛計画の大綱（平成 30 年 12 月決定）」において、戦車および火砲を中心と 

して部隊の編成、装備を見直すことが明記。 

  

〇 また、「中期防衛力整備計画（平成 30 年 12 月決定）」（平成 31 年度～平成 35 年 

度）においては、北海道および九州以外に所在する部隊の装備する戦車の廃止に 

向けた事業を着実に進めることが明記。 

 なお、対象期間の３年目となる令和３年度事業までは実施が予定されている 

が、令和４年度以降の今津駐屯地の２個戦車大隊に関する方針等は明らかになっ 

ておらず不透明。 

  

〇 今後、戦車大隊の再編に伴い規模が縮減された場合、各種事態への対応、自然 

災害あるいは原子力災害時の出動など地域の安全・安心の確保、規模縮減が及ぼ 

す地域経済や地域コミュニティへの深刻な影響を危惧。 

 

 防衛・警備、大規模災害への対応など地域の安全・安心の確保および地域経済やコ 

ミュニティの維持・活性化のため、今津駐屯地の体制維持・強化について最大限の配 

慮をいただきたい。 

２．提案・要望の理由 

主力部隊である２個戦車大隊（第３・第 10 戦車大隊）の体制維 

持・強化 

○ 各種事態への対応、災害発生時の出動、所属隊員、御家族を含めた地域経済や 

コミュニティの維持・活性化のため、今津駐屯地の主力部隊である２個戦車大隊 

の体制維持・強化 

 

１．提案・要望内容 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 今津駐屯地との緊密な連携 

 

 

 

 

 

 

 

 
 災害派遣名 時期 

１ 高島市の降雪に伴う雪害派遣 平成 24 年 2月 

２ 行方不明人員捜索(赤坂山) 平成 25 年 5月 

３ 高島市宮野地区での救助活動(台風 18 号) 平成 25 年 9月 

４ 新型コロナウイルス感染症に係る輸送、教育支援 令和 2 年 4 月、5月 

 

(2) 県民の極めて高い関心を踏まえた要望活動 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今津駐屯地の地域コミュニティへの深いかかわり 

 

 

 
    

                                    

 

 

 

（本県の取組状況と課題） 

○ 災害派遣（過去 10 年間） 

○ 各種事態、災害等への対応力の強化 

 ・ 滋賀県国民保護共同図上訓練 

・ 滋賀県総合防災訓練 

 ・ 滋賀県原子力防災訓練 

 ・ 滋賀県職員現地研修（今津駐屯地） 

 ・ 新型コロナウイルス感染症等 

危機管理対策特別委員会参考人（第３戦車大隊長）  

担当：知事公室防災危機管理局危機管理室 

TEL 077－528－3441 

・ 地域行事支援（長浜曳山祭り等）等 

民生支援活動 

・ 今津駐屯地創立記念行事 等       

 

 

 

○ 滋賀県知事 

  防衛大臣宛（平成 30 年 11 月 28 日） 

「陸上自衛隊今津駐屯地の体制維持・強化について」  

○ 滋賀県議会 

内閣総理大臣、防衛大臣宛（平成 30 年８月９日） 

「陸上自衛隊今津駐屯地の体制維持・強化を求める意見書」 

新型コロナウイルス感染症等 

危機管理対策特別委員会 

滋賀県総合防災訓練 

（令和元年度） 

高島市宮野地区での救助活動 

新型コロナウイルス感染症に 

係る輸送､教育支援 

長浜曳山祭り 

（平成 31 年度） 

今津駐屯地創立記念行事

（平成 30 年度） 


